
単独運転防止方式の概要 

メーカー名 (株)東芝 同様の方式を採

用している形名 

ＰＶＡ－Ｕ００５０、ＰＶＬ―Ｕ００３５、ＰＶＭ－Ｕ００４０、ＰＶＬ－Ｕ００４４、ＰＶＬ－Ｕ００４０ 

ＰＶＢ－Ｐ０１００、ＰＶＢ－Ｐ０２００、ＰＶＢ－Ｐ０３００、ＰＶＢ－Ｐ０４００、ＰＶＢ－Ｐ０５００ 

ＳＳＩ－ＴＬ４０Ｔ１、ＳＳＩ－ＴＬ３５Ｔ１、ＰＶＮ－３００、ＰＣ０１０００、ＰＶＮ－０７０、ＰＶＮ－３００ 

ＰＶＬ－Ｌ０５００、ＰＶＦ－Ｌ０２５０、ＰＶＦ－T２５０、ＰＶＦ-T０１００、ＰＶＦ－Ｌ０１００ 

形名 ＰＶＣ－Ｂ０１００ 

 

項目 受動的方式 能動的方式 

１．方式名称 電圧位相跳躍検出 周波数シフト 

２．基本原理 系統側の電圧波形が電圧ゼロ点を切る時間間隔を１周期毎に計測し、５０

Ｈｚ又は６０Ｈｚからの位相のずれを監視する。電圧位相検出は計測した位

相差が整定値を超えた場合に検出し、ゲートブロック処理を行いインバータ

出力を停止する。このときに、系統周波数低下・系統周波数上昇保護継電

器が作動し、パワーコンディショナを系統から解列する。 

定格周波数からの周波数変化に対して、出力電流位相が急速に回転する

特性を持たせることにより、Ｐ・Ｑ平衡時にも生じる微小な周波数変化を正

帰還して周波数異常で検出するように周波数を発散させる。 

３．回路方式 

または 

制御フロー 

系統電圧の各周期(サイクル)ごとに次の作業を実施 (1)位相特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)制御ブロック図 

 

 

 

 

 

 

 
    注)θi(ω)はハードウェアフィルタで実現 

４．整定範囲 検出時間：０．５s 以下(５ｓ間保持) 

整定値：±６、±８、±１０、±１２度 

出荷時整定値 

整定値：±３Ｈｚ(固定) 

出荷時整定値 

±８度 ±３Ｈｚ 

 

負荷電流特性例 

出力電流 

位相特性θi(ω) 

定格周波数 f0 
周波数 

位相 

進み 

遅れ 

f0±３Ｈｚ 

電圧ゼロクロスをもとに

系統周期(時間)を算出 

周期(時間)異常を判定 整定値 

(上限、下限) 

位相跳躍発生時は 

異常信号を 

タイマ(5s)により保持 

位相跳躍を判定 

異常時ゲートブロック 

過去の 

周期異常情報

配電線 

θi(ω) × 電流制御 

位相シフト 

電流振幅基準

電圧波形 

正弦波発生


